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《
会
員
著
書
紹
介
》

澤
山  
修　

著

『
百
人
一
首
宗
祇
抄
の
研
究
』

そ
の
成
立
よ
り
宗
祇
の
弟
子
達
、
三
条
西
家
、
皇
室
で
も
継
承
さ

れ
、
江
戸
時
代
の
歌
人
達
に
も
享
受
さ
れ
た
「
百
人
一
首
宗
祇
抄
」。
本

書
は
そ
の
作
者
と
成
立
年
代
、
そ
し
て
注
釈
自
体
の
特
徴
を
考
察
し
た

珠
玉
の
一
書
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

ま
え
が
き

目
次

序第
一
編　

宗
祇
の
伝
記
と
事
績

　
　

は
じ
め
に

第
二
編　
「
宗
祇
抄
」
論

　
　

は
じ
め
に

　

第
一
章　
「
宗
祇
抄
」
の
伝
本
、
系
統

　
　

第
一
節　
「
宗
祇
抄
」
の
伝
本

　
　

第
二
節　

甲
本
系
統
と
乙
本
系
統

　
　

第
三
節　
「
延
徳
二
年
本
」
と
「
愚
本
」

　

第
二
章　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
の
成
立

　
　

第
一
節　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
の
誕
生

　
　

第
二
節　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
研
究
史

　
　

第
三
節　
「
宗
祇
抄
」
と
二
条
家

　

第
三
章　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
の
作
者

　
　

第
一
節　
「
文
明
十
年
本
」
と
「
応
永
抄
」

　
　

第
二
節　
「
宗
祇
抄
」
作
者
論

　
　

第
三
節　
「
応
永
抄
」
注
釈
の
成
立
年
代
考

　

第
四
章　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
の
周
辺

　
　

第
一
節　
「
古
今
和
歌
集
聞
書
」（「
両
度
聞
書
」）

　
　

第
二
節　
「
新
古
今
和
歌
集
聞
書
」（「
新
古
今
集
聞
書
」）

　
　

第
三
節　
「
自
讃
歌
注
」

　

第
五
章　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
論

　
　

第
一
節　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
の
形
成

　
　

第
二
節　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
の
特
徴

　

第
六
章　
「
宗
祇
抄
」
注
釈
の
受
容
、
享
受

　
　

第
一
節　

細
川
幽
斎
増
補
「
新
古
今
集
聞
書
」

　
　

第
二
節　

甫
足
家
本
「
百
人
一
首
抄
」

宗
祇
略
年
譜

結
び

索
引

あ
と
が
き

第
一
編
は
、
宗
祇
の
事
績
に
つ
い
て
年
次
順
に
叙
述
さ
れ
た
も
の
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で
、
宗
祇
そ
の
人
を
深
く
知
る
た
め
に
有
益
な
情
報
が
豊
富
に
記
さ
れ

る
。
第
二
編
は
「
宗
祇
抄
」
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
本
、
成
立
、
研
究
史
、

作
者
、
他
作
品
の
注
釈
と
の
関
係
、
そ
し
て
「
宗
祇
抄
」
の
注
釈
自
体

の
特
徴
と
受
容
、
享
受
な
ど
「
宗
祇
抄
」
に
関
わ
る
様
々
な
観
点
か
ら

の
検
討
が
加
え
ら
れ
る
。
巻
末
「
宗
祇
略
年
譜
」
に
は
応
永
二
十
八
年

〈
一
四
二
一
〉
か
ら
文
亀
二
年
〈
一
五
〇
二
〉
ま
で
の
年
譜
が
記
さ
れ
て

い
る
。
著
者
の
綿
密
な
研
究
の
上
に
成
り
立
つ
本
書
は
、
宗
祇
研
究
お

よ
び
「
百
人
一
首
宗
祇
抄
」
研
究
に
お
い
て
貴
重
な
一
書
と
な
ろ
う
。

（
平
成
二
十
四
年
十
月　

雁
回
書
房　

Ａ
５
版　

五
三
四
頁　

一
二
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

後
藤
康
文　

著

『
日
本
古
典
文
学
読
解
考	

　

― 『
万
葉
』 

か
ら 『
し
の
び
ね
』 

ま
で
―
』

本
書
は
、
平
安
朝
仮
名
文
学
作
品
に
つ
い
て
、
現
存
本
文
に
固
執
す

る
従
来
の
説
に
疑
問
を
呈
し
、
誤
写
の
可
能
性
等
を
考
慮
し
た
上
で
独

自
の
読
解
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
と
物
語
の
作
中
歌

に
関
す
る
論
考
も
併
せ
て
収
録
す
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

は
じ
め
に

Ⅰ　

平
安
朝
仮
名
文
学
読
解
考

　

１　
『
竹
取
物
語
』
読
解
・
三
題

　
　
　
　

一
「
か
み
あ
け
な
と
さ
う
し
て
」
考

　
　
　
　

二
「
は
ら
く
か
」「
人
た
に
」
考

　
　
　
　

三
「
わ
が
名
は
う
か
ん
る
り
」
考

　

２　

こ
の
「
翁
」
は
「
嫗
」
で
あ
る

　
　
　
　

― 『
竹
取
物
語
』
の
本
文
批
判
―

　

３　
『
伊
勢
物
語
』
第
四
十
五
段
考

　
　
　
　

―
そ
の
〈
原
形
〉
に
関
す
る
臆
説
―

　

４　
『
平
中
物
語
』
初
段
の
時
間
構
造

　
　
　
　

―
誤
写
脱
の
見
地
か
ら
―

　

５　
「
い
と
わ
る
き
人
な
り
」
考

　
　
　
　

― 『
枕
草
子
』
の
本
文
批
判
―

　

６　
「
と
も
な
る
こ
よ
ひ
」
考

　
　
　
　

― 『
四
条
宮
下
野
集
』
の
本
文
批
判
―

　

７　

現
存
本
文
と
い
う
陥
穽

　
　
　
　

―
平
安
朝
文
学
史
の
構
想
に
際
し
て
―

Ⅱ　

和
歌
・
作
中
歌
読
解
考

　

１　

神
亀
六
年
筑
紫
藤
花
の
宴

　
　
　
　

― 『
万
葉
集
』
巻
三
・
三
二
八
～
三
三
七
番
歌
を
読
む
―

　

２　

天
平
二
年
筑
紫
梅
花
の
宴

　
　
　
　

― 『
万
葉
集
』
巻
五
・
八
一
五
～
八
四
六
番
歌
の
構
造
―

　

３　

応
和
二
年
五
月
の
贈
答
歌



― 79 ―

　
　
　
　

― 『
蜻
蛉
日
記
』
六
六
・
六
七
・
六
八
・
七
〇
番
歌
の
解
釈
―

　

４　
『
夜
の
寝
覚
』
作
中
歌
の
背
景
と
受
容

附　

中
世
王
朝
物
語
小
見

　

１　
『
し
の
び
ね
物
語
』
の
「
尼
君
」
を
め
ぐ
っ
て

　

２　
〈
紹
介
〉
今
井
源
衛
・
春
秋
会
著
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』

初
出
一
覧

あ
と
が
き

索
引第

Ⅰ
部
で
は
、『
竹
取
物
語
』
を
始
め
と
す
る
平
安
朝
仮
名
文
学
作
品

に
つ
い
て
、
現
存
本
文
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘
し
、

今
日
一
般
に
普
及
し
て
い
る
諸
注
釈
書
の
説
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な

視
点
で
の
読
解
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
第
Ⅱ
部
で
は
、『
万
葉
集
』『
蜻

蛉
日
記
』
に
お
け
る
和
歌
・
作
中
歌
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
が
提
示
さ

れ
、
ま
た
、『
夜
の
寝
覚
』
の
作
中
歌
に
つ
い
て
先
行
歌
の
摂
取
や
後
世

の
和
歌
に
よ
る
受
容
の
具
体
相
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
附
録
と

し
て
、
中
世
王
朝
物
語
に
関
す
る
論
考
と
新
刊
紹
介
を
収
載
す
る
。
徹

底
的
な
現
存
本
文
の
吟
味
に
よ
っ
て
定
説
を
覆
し
、
古
典
文
学
作
品
の

解
釈
に
新
見
を
提
示
す
る
画
期
的
な
本
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
四
年
十
月　

新
典
社　

Ａ
５
版　

二
五
四
頁　

七
、五
〇
〇
円
）

飯
倉
洋
一　

著　
　

『
上
田
秋
成
―
絆
と
し
て
の
文
芸
』

本
書
は
、
孤
高
の
作
家
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
な
上
田
秋
成
像
を
否

定
し
、
和
歌
や
和
文
を
通
し
て
多
彩
な
人
脈
を
築
き
、
人
や
神
と
の
繋

が
り
の
中
で
生
き
た
文
人
と
し
て
の
上
田
秋
成
を
紹
介
し
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

は
じ
め
に

序　

章　

新
た
な
秋
成
像
を
求
め
て

第
一
章　

秋
成
の
人
生
を
読
む

　

一　

大
坂
に
て
、
失
う
人
生

　

二　

晩
年
を
送
っ
た
京
都

第
二
章　

歌
文
で
繋
が
る
―
大
坂
で
知
り
合
っ
た
人
々

　

一　

妻
・
瑚
璉
尼

　

二　

師
・
加
藤
宇
万
伎

　

三　

中
井
竹
山
・
履
軒

　

四　

蒹
葭
堂
・
蕪
村
・
宣
長

第
三
章　

歌
文
で
親
し
む
―
京
都
で
交
わ
っ
た
人
々

　

一　

小
沢
蘆
庵

　

二　

蘆
庵
社
中

　

三　

妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王

　

四　

正
親
町
三
条
公
則
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五　

伴
蒿
蹊
と
和
文
の
会

第
四
章　

秋
成
が
感
謝
す
る
神
々

　

一　

加
島
稲
荷

　

二　

神
医
、
谷
川
三
兄
弟

第
五
章　
『
雨
月
物
語
』『
春
雨
物
語
』
を
読
み
直
す

　

一　
『
雨
月
物
語
』
が
描
い
た
も
の

　

二　

江
戸
か
ら
読
む
『
春
雨
物
語
』

　

三　

偽
り
と
倫
理

あ
と
が
き

参
考
文
献

現
代
に
お
い
て
、
上
田
秋
成
は
『
雨
月
物
語
』
の
作
者
と
し
て
著
名

で
あ
る
。
だ
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
彼
の
文
人
と
し
て
の
本
領
は
小

説
に
あ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
何
処
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
歌
文

や
学
問
的
な
著
述
、
す
な
わ
ち
雅
の
領
域
の
著
作
に
あ
っ
た
の
だ
と
本

書
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
秋
成
の
著
作
の
多
く
は
写

本
と
い
う
形
で
、
特
定
の
個
人
ま
た
は
神
に
向
け
て
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
秋
成
の
文
芸
作
品
の
多
く
は
、
人
や
神
と
繋
が
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
本

書
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

飯
倉
氏
は
序
章
末
尾
に
お
い
て
、「
私
た
ち
は
江
戸
時
代
の
文
芸
を
、

人
と
の
繋
が
り
を
築
い
て
い
く
ツ
ー
ル
と
い
う
視
点
で
見
直
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
秋
成
文
学
も
例
外
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

秋
成
文
学
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
江
戸
時
代
全
体
に
お
け
る
文
芸
の
果
た

し
た
役
割
を
考
察
す
る
上
で
も
、
本
書
は
重
要
な
視
点
を
提
示
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

大
阪
大
学
出
版
会　

Ｂ
６
版　

二
五
八
頁　

定
価
二
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

高
山
善
行
・
青
木
博
史
・
福
田
嘉
一
郎　

編

『
日
本
語
文
法
史
研
究
１
』

本
書
は
、
日
本
語
文
法
史
研
究
の
最
新
の
成
果
を
発
信
す
べ
く
編
ま

れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
目
次
は
以
下
の
通
り
。

『
日
本
語
文
法
史
研
究
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

被
覆
形
・
情
態
言
・
形
状
言
・
情
態
性
語
基�

小
柳
智
一

『
万
葉
集
』
の
～
ム
カ
に
つ
い
て�

近
藤
要
司

古
代
語
の
動
作
主
標
識
を
め
ぐ
っ
て

　
　

―
助
詞
イ
と
石
垣
法
則
―�

竹
内
史
郎

モ
ノ
ゾ
文
に
よ
る
推
量
表
現
の
成
立�

勝
又　

隆

中
古
語
指
示
副
詞
「
か
く
」
の
照
応
用
法

　
　

― 「
枕
草
子
」「
源
氏
物
語
」
を
資
料
と
し
て
―�

西
田
隆
政

中
古
語
の
非
接
続
叙
法
体
系�

福
田
嘉
一
郎

日
本
語
の
過
去
表
現
の
構
造
と
そ
の
変
化�

黒
木
邦
彦
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引
用
句
派
生
の
例
示�

岩
田
美
穂

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
ラ
シ
イ
」
の
成
立�

　
　
　

山
本
佐
和
子

ク
ル
型
複
合
動
詞
の
史
的
展
開

　
　

―
歴
史
的
観
点
か
ら
見
た
統
語
的
複
合
動
詞
―�

青
木
博
史

【
テ
ー
マ
解
説
】
助
動
詞
の
相
互
承
接�

小
田　

勝

【
文
法
史
の
名
著
】
阪
倉
篤
義
著
『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』�

高
山
善
行

日
本
語
文
法
史
研
究
文
献
目
録
二
〇
〇
九－

二
〇
一
一

索
引
・
執
筆
者
紹
介

本
書
は
、
文
法
史
の
分
野
で
初
と
な
る
継
続
刊
行
（
隔
年
刊
行
予
定
）

を
め
ざ
し
た
論
文
集
、
そ
の
創
刊
号
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
目
次

を
一
瞥
し
て
分
か
る
通
り
、
多
様
な
観
点
か
ら
文
法
史
に
対
し
て
記
述

が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
書
に
寄
せ
ら
れ
た
研
究
論
文
に
お
い
て
、
時
代

は
上
代
か
ら
近
現
代
に
い
た
る
ま
で
見
ら
れ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
も
語
構

成
、
構
文
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
等
様
々
で
あ
り
、
扱
う
問
題
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
研
究
論
文
以
外
の
記
述
も
充
実
し
て
い
る
。
文
法
史
に
関
わ

る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
研
究
成
果
や
今
後
の
展
望
を
解
説
す
る

「
テ
ー
マ
解
説
」、
名
著
と
い
わ
れ
る
書
物
を
取
り
上
げ
、
内
容
の
紹
介

に
加
え
て
今
日
的
な
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
「
文
法
史
の
名
著
」
が
そ

れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
直
近
三
年
の
間
に
文
法
史
に
関
し
て
書
か
れ
た

著
書
・
論
文
を
一
覧
の
形
で
示
し
た「
日
本
語
文
法
史
研
究
文
献
目
録
」

が
巻
末
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

「
最
新
の
成
果
を
発
信
す
る
」
目
標
の
も
と
編
ま
れ
た
本
書
に
目
を

通
す
こ
と
で
、
文
法
史
で
今
現
在
ど
の
よ
う
な
問
題
が
、
ど
の
よ
う
な

観
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
か
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。「
継
承
性

の
な
い
研
究
に
新
た
な
発
展
は
な
い
」
と
本
書
に
あ
る
よ
う
に
、
研
究

を
行
う
者
は
、
自
己
の
研
究
を
「
継
承
性
」
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
、
絶
え
ず
最
新
の
研
究
の
動
向
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
本
書
は
、
文
法
史
の
研
究
を
考
え
る
者
に
対
し
有
益
な
示
唆

を
与
え
る
一
冊
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

ひ
つ
じ
書
房　

Ａ
５
版　

二
六
六
頁　

四
〇
〇
〇
円
＋
税
）


